
森林・林業のための情報・IT技術２ 

~ 課 題 と 練 習 １ ~ 



IT2 の 課 題 目 標 

ICT技術を使って森林調査し、森林バイオマス資源量を推定するための調査をしよう。 

・対象地は演習林の「二-８小班」 

・A材、B材、C材、その他に分けて材積を把握するのに必要なデータを収集 

・間伐の選木方針、腐り・虫害・風雪外の程度、樹種、胸高直径、樹高など 

手 順 の 流 れ 

１．「二-８小班」の正確な面積を把握する→ ①電子コンパスを使って周囲測量

②GISでデータ加工してWeb共有

③現地の状況写真もWebで共有

２．「二-８小班」で標準地調査をする  → ④スマホで現場のデータ収集

⑤林況も撮影してスマホで送信

３．現地調査データをGISで解析する  → ⑥Webから現場データを入手

⑦GISで調査データの調整と加工

⑧対象地の材積量を算定

４．推計式にあてはめて資源量を推定する → ⑨WebGISで結果を共有 

森林バイオマス資源量 

A材 ？ ｍ３ 

B材 ？ ｍ３ 

C材 ？ ｍ３ 

その他 ？ ｍ３ 

合計 ？ ｍ３ 
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①電子コンパスを使って校舎の敷地を周囲測量する練習 
 

 ★練習する事項 

 ・赤線のラインに沿って電子コンパスで測量し、データを野帳に記録する 

 ・要所で周囲の風景をスマホ撮影する（測量状況や場所がわかるように！） 

 ・スマホは２台利用（写真と野帳記入）が望ましい 

 
 

 ポイント・・・できるかぎり、スマホによる野帳記入を体験すること 

 

 ・スマホにExcelが読めるアプリをインストールしておく 

 
 

 ・スマホに”yacho.xls”をダウンロード、または、PCからコピー 

      DL先URL：http://nacap.jp/academy2015/tool/yacho.xls 

 ・スマホから上記アプリで”yacho.xls”を読み込んで使用 

 ・現場でデータ入力後、PCへ”yacho.xls”をコピー（ケーブル or WEB経由） 

 ・”yacho.xls”から”コンパスto GIS”へデータをコピペ 
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◆スマホのアプリ準備 
 

１ スマホのアプリインストール準備 

 端末のデバイス要件を下記サイトで確認 特に OSが要件以上となっているか 

●ArcGISアプリケーション 

http://www.esrij.com/products/arcgis-applications/environments/ 

●Collector for ArcGIS 

http://www.esrij.com/products/collector-for-arcgis/environments/ 

 

２ アプリのインストール 

●スマホで現場の GISデータを収集するアプリ 

 ①Appleストア、Google Playで、「ArcGIS」を検索 

 ②「ArcGIS」をダウンロードし、インストール 

 

○スマホでWebGIS（地図）を閲覧するアプリ 

 ①Appleストア、Google Playで、「ArcGIS」を検索 

 ②「ArcGIS」をダウンロードし、インストール 

 

 ○（インストールは任意）GPSの精度を向上させるアプリ 

 ①Appleストア、Google Playで、「gps」を検索 

②精度向上アプリをインストールする（例 GPS STATUS 

など） 参考 URL: http://ap-land.com/archives/2601 

 

３ スマホの写真に関する基本的設定 

 ①カメラ機能の「設定」で「位置情報を付加」にする 

 ②GPS機能を ONにする 

 ③外に出て、GPSが落ち着くまで待つ 

 ④GPS が現在地を補足したら写真を撮影する（このとき、現在地が少々ずれて

いても可） 

 

４ GPSの扱い 

 ①天空開口度が大きい場所に移動して、位置が確定するまでしばらく待つ 
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◆コンパス測量(周囲測量)における測定の手順 
  

準備１ 最初に、電子コンパスマン、野帳マン、ポールマン、カメラマンの役割を決

定する 

 準備２ 測量開始地点（BP）の座標をメモする 

      BP座標  

 

            

注意：

GPSで座標を見るので、準拠楕円体は”WGS1984”、地理座標系となる 

 

1 電子コンパスに電池が入っているか、確認する 

2 (森林内測量用の)フィルタがついているか、確認する 

3 スイッチを入れる ←→ スイッチを切る 

Fire ボタンでオン、▼▲ボタンの同時押しでオフ 

4 磁気偏差を設定する 

7.1°に合わせる。測定結果をソフトウェアで修正できる場合には必要ない。 

5 「方位角センサーキャリブレーション」を行う 

その日の初回測定時にスイッチオンした場合や測定する場所が変わった場合に

は必ず行う、自分で持ってするときは、回転軸を意識しながらすると成功確率が

高くなる。 

6特定の場合にのみ「傾斜センサーキャリブレーション」を行う 

必ずしも必要ないし、実務でも通常は行っていない。 

7 念のため、単位も確認しておく 

一度セットしておけば問題ない 

8 基点座標（最初に測量を始める点）をGPS で測定し、野帳に書き取る 

９ 周囲測量は、SD（斜距離）、INC（高低角）、AZ（方位角）またはHD（水平距

離）とAZ（方位角）を読み、野帳に書き取る 

10 森林内ではフィルタを付けてミラー板までの距離等を測定するのでFlt(フィル

タ)モードにする 

練習でフィルタなしで行う場合は、Std モードで行うことがあります。  

北 緯 東 経 
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F･･･フィルタモード 

METERS･･･メートル表示 

HD：水平距離 SD：斜距離 

VD：比高差のいずれか。 

INC や AZ では測れません。 

Trupluse360Trupluse360Trupluse360Trupluse360    簡易説明書簡易説明書簡易説明書簡易説明書    第５版第５版第５版第５版

【【【【    表示表示表示表示    】】】】 

➊：測定結果やメッセージ 

❷：測定単位 

距離：METERS、FEET、YARD 

傾斜角：DEGREES（度分秒） 

PRERCENT（％） ❸：十字線 

❻：SD 斜距離、VD 比高差、HD 水平距離 INC 高度角、AZ 方位角、HT ２点間の比高差（樹高等：後述） 

測定後、▲ ▼でモードが切替り最後の測定値を表示します。周囲測量は周囲測量は周囲測量は周囲測量は SDSDSDSD かかかか HDHDHDHD で行ってください。で行ってください。で行ってください。で行ってください。  

【【【【    距離測定モード距離測定モード距離測定モード距離測定モード    】】】】    

１． 測定モードで ▲ を４秒以上押し続けます。 望遠鏡内に測定モードが表示されます。 

▲ ▼でモードが変わります。 Std ▼ Con ▼ Clo ▼ FAr ▼ Flt 

２． Fire ボタンでモードが決定されます。モード決定後 Fire ボタンを押すと距離を測定します。 

Std・・・スタンダードモード：レーザー光が当たったもの（何でも） 

を１回測ります。距離はレーザーがあたった物体から跳ね返った平均値になります。 

Con・・・連続測定：Fire ボタンを押し続けると連続で測定値を表示します。 

Clo・・・近距離：Fire ボタンを押し続けると測れた物のうちで最も近い距離値を表示します。 

FAr・・・遠距離：Fire ボタンを押し続けると測れた物のうちで最も遠い距離値を表示します。 

FltFltFltFlt・・・フィルターモード（森林フィルタを付けます）：反射板までの距離しか測りません。・・・フィルターモード（森林フィルタを付けます）：反射板までの距離しか測りません。・・・フィルターモード（森林フィルタを付けます）：反射板までの距離しか測りません。・・・フィルターモード（森林フィルタを付けます）：反射板までの距離しか測りません。    

★★★★★★★★    森林内での周囲測量は必ずフィルターモードで森林フィルタを付けて行ってください森林内での周囲測量は必ずフィルターモードで森林フィルタを付けて行ってください森林内での周囲測量は必ずフィルターモードで森林フィルタを付けて行ってください森林内での周囲測量は必ずフィルターモードで森林フィルタを付けて行ってください    

【【【【    単位の設定単位の設定単位の設定単位の設定    】】】】                                                                        【【【【    森林内での測定モード森林内での測定モード森林内での測定モード森林内での測定モード    】】】】    

１． 測定モードで▼を４秒以上押し続け、 

UnitS と表示されます。 

２． Fire ボタンを押し、FEET や YARDS 

と表示する場合は▲や▼ を押し METERS 

と表示させ Fire ボタンを押します。 

３． 続いて PERSENT と表示する場合は▲や▼ 

を押し DEGREES と表示させ Fire ボタンを押します。 

【【【【    樹高測定樹高測定樹高測定樹高測定    （（（（HTHTHTHT 測定）測定）測定）測定）    】】】】    

１． 測定モードで ▼ を数回押して HD 点滅、HT 点灯の表示にします。 

２． 目標物のターゲット（反射板）を視準して Fire ボタンを押すと、対象物までの距離が１秒間表示され、すぐに

An9_1 と表示、同時に INC が点滅します。 

３． 高さの測りたい箇所（反射板の上下方向）の片方を視準して Fire ボタンを押すと、傾斜角が表示され、すぐに

An9_2 と表示、同時に INC が点滅します。 

４． 高さの測りたい箇所（反射板の上下方向）のもう片方を視準して Fire ボタンを押すと、傾斜角が表示され、す

ぐに METERS HT と一緒に２箇所の比高差を表示します。（別のボタンを押すと終了します） 

【【【【    ワイヤレス通信の確認ワイヤレス通信の確認ワイヤレス通信の確認ワイヤレス通信の確認    】】】】（（（（TrupluseTrupluseTrupluseTrupluse は測れているがデータがＰＤＡに転送されない場合）は測れているがデータがＰＤＡに転送されない場合）は測れているがデータがＰＤＡに転送されない場合）は測れているがデータがＰＤＡに転送されない場合）    

１． 測定モードで ▼ を４秒以上押し続けます。UnitS と表示されます。▼ を１回押すと bt と表示します。 

２． Fire ボタンを押し、bt_oFF の場合は▼ を１回押し、bt_on と表示させ Fire ボタンを押してください。 

３． DT10 は 再起動を行い、起動後にスタート － 設定 － 接続 － Bluetooth 接続の起動を先に行ってください。 

【【【【    電源電源電源電源 OFFOFFOFFOFF・注意事項・注意事項・注意事項・注意事項    】】】】  

� 本体には磁方位センサーが内蔵されています。携帯電話などの金属物は 30cm 以上離して使用してください。

� 次ページの方位角キャリブレーションは必ず行ってください。なお、電池が磁場を作りますから１日交換しなく

て良い電池を用意してください。万一、交換した場合は必ず方位角キャリブレーションを再度行ってください。

� 電源 OFF は▲と▼同時に４秒以上押します。通信の PinCord は 1111 です。

❹：ステータス 

BATT：バッテリー残量低下 

LASER：レーザ光を照射中 MULTI：目標

物モードで複数の目標物が記録されている。 

❺：ターゲットモード  

（距離測定モードに連動します） 
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【【【【    方位角センサーキャリブレーション方位角センサーキャリブレーション方位角センサーキャリブレーション方位角センサーキャリブレーション    】】】】・・・・・・・・・・・・原則として毎日計る前に必ず行ってください。原則として毎日計る前に必ず行ってください。原則として毎日計る前に必ず行ってください。原則として毎日計る前に必ず行ってください。    

１． 測定モードで▼を数回押して、ＡＺ（方位角）表示で、おおよその北方向（±20°以内）を探します。 

２． 測定モードで ▼ を４秒以上押し続けると UnitS と表示されます。 

３． ▼ を３回押すと、H_Ang と表示されます。 

４． H_Ang と表示されたまま Fire ボタンを押すと、dECLn 

 と表示されます。 

５． ▼ を１回押すと、HACAL と表示されます。 

６． HACAL と表示されたまま、Fire ボタンを押すと、 

no と HACAL と交互に表示します。（右図） 

７． ▼ １回 を押すと、YES と HACAL と交互に表示されます。 

８． Fire ボタンを押すと C1_Fd と表示されます。 

９． Trupluse360 をおおよその北方向に向け、１秒以上静止させて後に 

Fire ボタンを押します。（右図の１） 

C2_Fd と表示されます。（次は右図の２を行うという表示） 

１０． １秒以上静止させた後に 90°下方向に回転し１秒以上静止させた 

後に Fire ボタンを押します。（右図の 2） 

C3_Fd と表示されます。（次は右図の３を行うという表示） 

１１． 以降、順次８方向行います。 

終了すると 

PASS・・・成功  Fire ボタンを押すと測定モードになります。 

Fail１・・・失敗  機器が不安定に動かされた。 

Fail２・・・失敗  異常な磁気がある。強い磁気を持つ人工物がないか。 

Fail３や４・・・失敗  磁気方向が整合性をもてない。 

Fail６・・・失敗  キャリブレーションの手順間違い。 

【傾斜センサーキャリブレーション】【傾斜センサーキャリブレーション】【傾斜センサーキャリブレーション】【傾斜センサーキャリブレーション】・・・・・・・・・・・・できればできればできればできれば 1111 日日日日 1111 回、また衝撃を与回、また衝撃を与回、また衝撃を与回、また衝撃を与えた場合は必ず行ってください。えた場合は必ず行ってください。えた場合は必ず行ってください。えた場合は必ず行ってください。 

１． 測定モードで ▼ を４秒以上押し続けます。 UnitS と表示されます。 

２． ▼ を２回押すと、inC と表示されます。 

３． inC と表示されたまま、Fire ボタンを押すと、no と CAL を 

交互に表示します。（右図） 

４． ▼ １回 を押すと、YES と CAL と交互に表示されます。 

５． Fire ボタンを押すと C1_Fd と表示されます。 

６． Trupluse360 を固定された台の上に置き、１秒以上静止させた後に 

Fire ボタンを押します。（右図の１） 

C2_Fd と表示されます。（次は右図の２を行うという表示） 

７． １秒以上静止させて後に、90°下方向に回転させ、１秒以上静止 

させた後に Fire ボタンを押します。（下図の 2） 

C3_Fd と表示されます。（次は右図の３を行うという表示） 

８． 以降、順次８方向行います。 

終了すると 

PASS・・・成功  Fire ボタンを押すと測定モードになります。 

Fail１・・・失敗  機器が不安定に動かされた。 

Fail２・・・失敗  異常な磁気がある。強い磁気を持つ人工物がないか。 

Fail３や４・・・失敗  方向が整合性をもてない。 

Fail６・・・失敗  キャリブレーションの手順間違い。 

株式会社株式会社株式会社株式会社    ジツタジツタジツタジツタ    
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②GISでデータ加工してWeb共有する練習 
 

測量データの整理・・・コンパス to GISを使う 

 

１ コンパス to GIS_4.00.xls を開く 
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２ 属性入力の表を完成する 

 ポイント１：データの出力形式の部分は、このままにしておく 

 
 

 ポイント２：BP座標は「緯度経度入力」を選択し、BP座標を入力 

    「座標確認」で入力値が正しい場所であることを確認する 

  
 

 ポイント３：座標系は「７」を選択 

 
 

 ポイント４：磁気偏角補正は「する」を選択 

 
 

３ 測量成果入力へ野帳からデータ入力する 

 ポイント：”yacho.xls”から該当部分をコピペすればよい。手入力でも可 

 
 

４ プレビュー操作の閉合誤差欄にチェックする  
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５ 平面図の周囲測量の形状を確認し、ファイル出力（シェープファイル）する 

 
 

 
 

６ 今日のフォルダ（２日目フォルダ）に保存する 

 
 

 ポイント：シェープファイルは、平面直角座標系７系(JGD2000）で出力される 
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GISで表示する準備・・・ArcCatalogでジオデータベース化し、座標系確認 

 

１ ArcCatalogを開いて今日のフォルダ（２日目フォルダ）に接続し、コンパス to GIS 

で作成した周囲測量ポリゴンを確認する。 

 
 

２ ジオデータベース「学校周辺で練習.gdb」をWクリックする。 

 
 

３ 上図の○印部分で右クリックー[インポート]―[フィーチャクラス(シングル)] 
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４ 次のように入力して OKをクリック 

入力フィーチャ ：コンパス to GIS で作成した周囲測量ポリゴン 

     出力場所    ：学校周辺で練習.gdb 

     出力フィーチャクラス ：校舎の周囲測量 

 

５ 「校舎の周囲測量」フィーチャがジオデータベースに格納されたことを確認 

 
 

６ [ArcToolbox]―[データ管理ツール]―[投影変換と座標変換]―[投影法の定義] 

 
 

７ 上段のフィーチャクラスに「校舎の周囲測量」を入力 

  下段の座標系が「JGD2000_Japan Zone_7」になっていることを確認 
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GISで表示する練習・・・ArcMapにデータを追加し、座標系を合わせて表示 

 

１．「学校周辺で練習.mxd」を開いて、「校舎の周囲測量」ポリゴンを追加する。 

 
    ポイント：なぜこのような警告が表示されるのか？ 

 

２ 変換元：GCS_JGD_2000➡変換先：GCS_JGD_2011 

  変換方法（リストの一番上の方法）を選んでから、OK、OK 
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３ ArcMapで表示 

 
 

４ コンテンツの「マップレイヤ」を右クリックー[プロパティ]―[座標系]で確認 

   
「校舎の周囲測量」レイヤを右クリックー[プロパティ]―[ソース]で座標系確認 

 
ポイント１：マップとレイヤの座標系が一致していない 

↓ 

ポイント２：すべてのレイヤとマップは、測地系・座標系・投影法を一致させる

のが望ましい 
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５ JGD2000の「校舎の周囲測量」レイヤを JGD2011に測地系変換する 

[ArcToolbox]―[データ管理ツール]―[投影変換と座標変換]―[投影変換] 

 
 

６ 「校舎の周囲測量_Projected」が作成されたら ArcMapに追加する 

 
   

ポイント１：今回は座標系に関する警告が出ないことに注意 

 

ポイント２：背景の地理院地図は、

「WGS_1984_Web_Mercator_Auxiliary_Sphere」なので警告が出る 
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GISクラウドへのアップロード練習・・・ArcMapのデータをWEB上へアップ 

 

  地理院地図レイヤを削除して、アップする「周囲測量ポリゴン」だけにする 

 

  [ファイル]―[サインイン] 

  例 ユーザー名：as00as   as01as ～ as22as 

      パスワード：1qaz2wsx 

 

 
 

  [ファイル]―[共有]―[サービス] 
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サービス名には、半角英数および「_」（アンダースコア）のみを使用すること 

 

 

Web上で編集する場合があるため、ベクトルデータは「Feature Access」選択 
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↓ 

 

 
↓ 

 

 
↓ 
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プレビューして図形出力できるか確認後、分析する 

         ↓ 

 
         ↓ 

注意：分析して、多くの警告とエラーが出る場合の対処は講師の指示あるまで待つこと 

 
 

警告・エラーの修正例 

・レイヤにフィーチャテンプレートセットがありません 

 ➡ エディタツールー[編集の開始]―フィーチャ作成ウィンドウからポリゴン選択 

・データフレームの全範囲を使用して…公開されています 

 ➡ マップレイヤを右クリックー[データフレーム]―[全体表示コマンドの範囲] 

        [その他]にチェック 

[表示範囲の指定]をクリックー[現在の表示範囲]にチェックーOK－OK 

・レイヤはすべての縮尺範囲で描画されています 

➡ レイヤを右クリックー[プロパティ]―[縮尺範囲]で[縮尺に応じて表示を制御] 

    1:500,000より拡大時に表示、とする 

         ↓ 

再度、分析をクリックし、すべての警告とエラー修正を完了したら、公開をクリック 

 
         ↓ 

  
 

以上で、GISクラウドにアップ完了 ➡ 以降は、Web上から作業できる 
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クラウドGIS側の準備・・・WebGIS（ArcGIS online）を利用 

 

URL：https://www.arcgis.com/home/ 

ブラウザで上記URLを開き、右上のサインインをクリックして、サインイン 

 
 

例 ユーザー名：as00as  

  パスワード：1qaz2wsx 

 

  

 

  

ここから 

マイプロフィール

 

1qaz2wsx 

as01as～as25as 

✔ 
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https://www.arcgis.com/home/


マイプロフィールをクリックーマイプロフィールの編集―編集し、保存する 

 
 

 
 

 
 

 

グループへ移動 

すべての人に公開へ変更 

メール宛先変更 

「日本語」を確認 

メートル法へ変更 

名前変更 
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入力したら保存クリック 

マイコンテンツへ移動 
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タイプが「Feature Layer」の方をクリックする 

 
 

編集をクリック 

 
 

 

名前を「校舎の周囲測量」 

に変更する 
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プロパティを設定して保存する 

 
 

マイコンテンツからマップへ移動 

 
 

 
 

 

 

 

①コンテンツをクリック ②追加―レイヤの検索をクリック 
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「校舎の周囲測量」を追加クリック 

 
 

データが追加されたら、「レイヤの追加を完了」をクリック 

 
 

この段階で、コンテンツ欄のレイヤを見栄えよく調整したり、修正したりできる 

保存―名前を付けて保存をクリック 
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共有をクリック 

他の人とデータを共有したい方法を選んで「共有をクリック」 

リンクがシェアされます 

メールなどはこちらの URLを 
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